



















































































の位置に微妙なずれがあり、古辞書叢刊刊行会刊の本の朱声点を そのまま信用するのは危険で る。 」とされる。日本呉音研究の専書である小倉肇『日本呉音の研究
研究篇』 （一九九五年、新典社）
頁21











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の高精細カラー版影印は、大阪毎日新聞社編『秘籍大観』 （一九二七年） コロタイプ版、日本古典仏学会 『複刻日本古典文学館
日本































洋一「 『土左日記』定家筆本と為家筆本」 （ 「國文學」
、一九九八77





日本に残った。日本の宗教者の著作も、自筆本との区別が難しい程に、弟子達によって正確 写された。親鸞の自筆 とされていた西本願寺蔵『教行信証』や専修寺蔵『三帖和讃』が自筆ではないこ がわかったのは、さほど古いことではない（ 『親鸞聖人真蹟集成』 〈法蔵館〉の解説参照） 。漢籍の書写でも、室町時代後期の清原宣賢に至るまで、家 証本を残そうとする姿勢に変わりはない。古記録も、他家の記録までもが借出書写されたことで、多くの家の記録が伝存して る。
（３）前田家本を書写したと考えられている黒川本『色葉字類抄』 、寛喜二年








氏からご教示 いた。法蔵館の『親鸞聖人真蹟集成』の朱筆も、旧版・新版とも、手書きされ ものである これは、浄土真宗本願寺派総合研究所にい した三栗章夫氏にお教えいただいた。
（９）小助川貞次「影印本環境における訓点研究の問題点」 （ 「富山大学人文学
部紀要」第
号、二〇一六年二月） 、参照。64
（
）ジャン・マビヨン著・宮松浩憲訳『ヨーロッパ中世古文書学』 （二〇〇10〇年、九州大学出版会） 、石塚晴通「東洋のコディコロジー（
Codicology ） 」
（二 一二年八月三十日～九月一日、東洋文庫講習会） 、参照。
（
）この 点の裏書きは、先に出 された複製本には影印されている。その11ため、先行複製本も、未だ必要である。
（
）本稿で採り上げた『節用文字』は、後半に星声点（
･や
･･）が集中し、
12仮名字体も前半と後半とは異なる。その理由が、原本調査によって知られた。原本閲覧によってこそ判明す ことがらの一例である。これ ついては、本稿の主題外であるため、別稿で述べる。
（広島大学）
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